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ご利用ください
融資あっせん制度
ご利用ください
融資あっせん制度
　市が市内の金融機関に融資のあっせんを
することで、水洗トイレへの改造や排水設
備工事を行う人が、その資金を無利子また
は低利で借り入れることができる制度です。

◉水洗便所改造資金
　公共下水道と農業集落排水の処理区域内
で、くみ取り便所を水洗便所に改造する工
事（浄化槽を撤去して下水道などに接続す
る工事を含む）の資金を借り入れることが
できます。
※ただし、下水道が接続可能となって３年
以内であること
利率　年2.05％（平成22年度）
※供用開始後１年以内の施工は無利子

◉合併処理浄化槽改造資金
　公共下水道事業・農業集落排水事業認可
区域以外の専用住宅（延べ床面積の２分の
１以上を居住用にしている建物）で、現在、
くみ取り便所や単独処理浄化槽を使用して
いる人が合併処理浄化槽に改造工事をする
場合、その工事資金を無利子（平成22年度）
で借り入れることができます。
※ただし、合併処理浄化槽設置整備事業に
おいて補助の決定を受けた人

◇限度額　80万円
◇返　済　最高40カ月
◇要　件　次の項目すべてに該当すること
　①市税などに滞納がないこと
　②自己資金のみでは、資金を一度に負担

することが困難な人
　③融資を受けた資金

の返済能力がある
こと

　④同居者を除く連帯
保証人が１人いる
こと
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